
「高校生の統計学」全４巻が完成 
シミュレーションを用いた統計学のテキストです。 
シミュレーションは「自分で確かめながら学ぶ」方法です。　

きっかけ 
統計学との出会いは看護・福祉を学ぶ高校に勤務したことでした。
看護科担任のとき、
　　「看護は目で見て、手で護る」と生徒から教えられました。
自分の目で見て、自分の手で確かめる。
これは全ての学びの基本であるようです。
この学びの姿勢を「看学」と呼んでもよいのではないでしょうか。

看て学ぶ 
統計学の4冊の本の作成も、自分の目と手で確かめながら学ぶ「看学」の連続でした。
分かっていなかったことが見えてきて興奮する場面もありました。
　　　「書き手が面白いんだから、読者だって面白いはず」
と思いますが、果たしてどうでしょうか。
しかし、学びは自分が楽しむことが大切なのは確かなようです。
興味が興味を呼び、疑問が疑問を呼ぶ。分からないことは苦痛ではない。
学んでいって視界が開けた時の喜びはどんなものでしょう。
これだけでも、やってきてよかったと思います。

ICTとAI 
このシリーズは「数学や統計が分からないが理解したい」という方に向いています。
GoogleColabやRstudio で、プログラムコードを動かしながら学んでください。
分からないところは飛ばしてください。あとでやればいいのです。
行き詰まったら、AIの助けを借りるのもいいでしょう。

ひょっこり統計（AIの回答） 
AIに「ひょっこり統計」を質問したら、次のように応えてくれまし
た

（懐かしいアケビ、遠足のとき取って食べたものです）
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概要と特徴 
「ひょっこり統計」は、統計学の学習を目的としたウェブサイトおよびYouTubeチャンネ
ルの名称です。特に高校数学や看護学生向けの統計学の入門的な内容に焦点を当ててお
り、親しみやすいネーミングで学習をサポートしています。
学習サイト：ウェブサイトでは、記述統計と推測統計の違いなど、統計学の基本的な概念
について解説されています。
YouTubeチャンネル：動画を通じて、視覚的・聴覚的に統計学を学ぶことができます。
対象：看護学生や高校生など、これから統計学を学ぶ人たちをターゲットとしています。
ひょっこりの意味：ふっと立ち止まって統計について考える、といった意味合いが込めら
れているようです。また、石川県七尾市の観音島が「ひょっこり統計島」のモデルになっ
ており、地域の風景も関連しています。
実践的な取り組み：高校数学における乱数シミュレーションの活用に関する論文発表な
ど、教育現場での実践的な研究も行っています。
まとめ：「ひょっこり統計」は、統計学という一見難しそうな学問を、身近で分かりやす
く学べるように工夫された学習リソースを提供しているプロジェクトや活動の名称です。

かなり的を得た回答が数秒で返ってきて驚きました。
臆病者でAIに抵抗がありましたが、これからはAIも使って
みようと思います。

「続3・高校生の統計学」の概要 
　回帰分析の本質を理解するために書かれています。
今日では統計ソフトを用いて回帰分析を行うことは容易です。しかし、出力される分析結
果の意味が理解されているかは疑問です。
　本書は、自分が設定した回帰モデルから出力されるデータを分析し、統計ソフトの出力
する分析結果と回帰モデルを対比させることで、回帰分析で何がなされているかを理解し
ます。
　数理は線形代数・微積分を用いて簡潔に説明しています。行列を用いた簡潔な表現は、
モデルの構造を理解する最良の方法です。それはイメージとして脳内にとどまり、線形代
数・微積分の学習の進行とともに反芻され、確実な理解へと至るでしょう。
確率モデルを用いたシミュレーションによる学習は、高校生の学習の幅を大きく広げ、将
来の飛躍につながることと確信しています。
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